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横芝光町 議会だより

議決結果 ≪３月定例会≫ 賛成＝○　反対＝●　欠席＝欠　除籍＝除

議案25件、報告１件のうち、賛否が分かれた案件は３件でした。議案名中の「横芝光町」と「～について」は、省略表示しています。

22020.6

議
案
番
号

議　　案　　名
議
決
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

小
倉
弘
業

森
川
貴
恵

印
東
彦
治

秋
鹿
幹
夫

宮
薗
博
香

山
﨑
義
貞

越
川
一
雄

庄
内
賢
一

鈴
木
和
彦

鈴
木
輝
男

川
島

　
仁

川
島
富
士
子

鈴
木
克
征

鈴
木
唯
夫

八
角
健
一

川
島
勝
美

議　案
第１号

固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例の制
定 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

（
注
）　
議
長
は
議
事
進
行
を
行
う
た
め
賛
否
表
明
は
し
ま
せ
ん
。
賛
否
同
数
の
場
合
の
み
、「
議
長
裁
決
」
と
し
て
表
明
し
ま
す
。

〇 〇 〇
議　案  
第２号 監査委員条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議　案  
第３号

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の
制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議　案  
第４号 附属機関に関する条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議　案  
第５号

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関す
る条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議　案  
第６号

職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例の
制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議　案  
第７号

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一
部を改正する条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議　案  
第８号

特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正
する条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議　案  
第９号

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
の制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議　案  
第10号 印鑑条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議　案  
第11号 町道路線の認定 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議　案  
第12号 令和元年度一般会計補正予算（第６号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議　案  
第13号 令和元年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議　案  
第14号 令和元年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議　案  
第15号 令和元年度介護保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議　案  
第16号 令和元年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議  案  
第17号

令和元年度町営東陽食肉センター特別会計補正予算（第
２号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議　案  
第18号 令和元年度病院事業会計補正予算（第５号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議　案  
第19号 令和２年度一般会計予算 原案可決 ● ● 〇 〇 ● ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議　案  
第20号 令和２年度国民健康保険特別会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議　案
第21号 令和２年度後期高齢者医療特別会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議　案  
第22号 令和２年度介護保険特別会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議　案  
第23号 令和２年度農業集落排水事業特別会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議　案  
第24号 令和２年度町営東陽食肉センター特別会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議　案  
第25号 令和２年度病院事業会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
報　告
第１号 専決処分の報告（和解及び損害賠償額の決定）

　令和２年３月定例会は、２月２５日に招集され14日間の会期で開催されました。
　今定例会に提出された議案は、町長提出２５議案と報告１件で、いずれも慎重な審議が行われ、原案
どおり可決されました。        
　また、４名の議員による一般質問、陳情の審議等を行い、３月６日に閉会しました。 

≪会計別予算状況≫　

３月定例会

会      計      名 令和2年度 令和元年度 増減額 増減率
一 般 会 計 10,420,000 10,080,000 340,000 3.4

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 2,826,000 2,892,000 △ 66,000 △ 2.3
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 307,000 281,000 26,000 9.3
介 護 保 険 特 別 会 計 2,522,000 2,392,000 130,000 5.4
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 54,700 57,600 △ 2,900 △ 5.0
東 陽 食 肉 セ ン タ ー 特 別 会 計 195,000 194,000 1,000 0.5

計 16,324,700 15,896,600 428,100 2.7

病　院　事　業　会　計 令和2年度 令和元年度 増減額 増減率
収 益 的 収 支 （ ３ 条 ）

病 院 事 業 収 益 1,693,000 1,653,800 39,200 2.4
病 院 事 業 費 用 1,693,000 1,653,800 39,200 2.4

資 本 的 収 支 （ ４ 条 ）
資 本 的 収 入 160,823 277,956 △ 117,133 △ 42.1
資 本 的 支 出 201,164 376,075 △ 174,911 △ 46.5

（単位：千円、％）
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横芝光町議会改革特別委員会最終報告

※改定時期は、次回の町議会議員選挙（令和５年４月）及び当選者からとしました。

〇議員定数の見直し
審議結果 　議員定数は、現行の16人から2人減員の14人としました。

理　　由

　定数の算定に当たっては、議員の職務の重要性を踏まえ、町民
の声と県内町村及び全国同規模類似団体の状況を考慮し、大幅な
削減を行った場合には、町民の声が届きにくくなることが懸念さ
れることから、平成31年1月1日現在の本町と類似の全国の12町の
議員定数の状況を調査しました。
　これを基に算出した議員1人当たりの人口割合の平均は1,728人
であり、これを本町の人口22,805人を当てはめると、議員定数は、
13.20人となりました。
　人口減少が将来も続く状況から本議会として自ら定数を削減す
べきと考え、議員定数は、14人が妥当であるとの結論に至りました。

〇政務活動費の見直し

審議結果 政務活動費は、現行の月額２０，０００円から月額１０，０００円としました。

理　　由
　県内町村の政務活動費の状況及び本町の利用状況を踏まえ、引き下げが妥当である
との結論に至りました。

〇議員報酬の見直し

審議結果

　議員報酬は、議員・議長・副議長の月額報酬額を、それぞれ
30,000円引き上げました。
　議　長　271,000円を301,000円としました。
　副議長　217,000円を247,000円としました。
　議　員　202,000円を232,000円としました。

理　　由

　報酬の算定に当たっては、県内町村及び全国同規模類似団体の
順位の比較が何れも下から2番に位置付けられる状況です。また、
定数を削減することにより、議員活動における負担が増えること
と「若い人たちのなり手不足」を改善するため、30,000円の報酬の
引き上げが妥当であるとの結論に至りました。

　議会改革特別委員会は、「議員定数・議員報酬・政務活動費等」の議会改
革に関することについて調査・研究を行うため、議長の諮問により令和元
年７月に設置されました。特別委員会は、「議員定数・議員報酬・政務活動
費」の３点に検討項目を集約して審議を行い、６回の会議で全会一致をも
って取りまとめました。そして全議員に説明をし、議長に次の通り最終報
告を行いました。

〇政務活動費の見直し
審議結果 　政務活動費は、現行の月額20,000円から月額10,000円としました。

理　　由 　県内町村の政務活動費の状況及び本町の利用状況を勘案し、引
き下げが妥当であるとの結論に至りました。

※「議会の議員定数、議員報酬、政務活動費」の見直しについて
①全て条例改正等の手続きが必要となります。なお、議員報酬は、横芝光町特
別職等報酬審議会での審議を経たうえで条例改正手続きに入ります。これら
の条例（案）の可決をもって正式決定されます。

　②改定時期
　　・議員定数は、次回の町議会議員選挙（令和5年4月）から
　　・議員報酬、政務活動費は、次回の町議会議員選挙後（令和5年5月）から
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総務経済常任委員会で採択も本会議では不採択

陳 情 １ 件 を 不 採 択
　３月定例会に提出された陳情１件は、総務経済常任委員会へ付託され審査されました。結果は下記のとおりです。
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不採択 〇 ● ● 〇 〇 ● ● 〇 ● ● 〇 〇 （注） ● 〇 ●
賛成＝〇　反対＝●　　　　（注）議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。

件名・陳情者氏名

陳情第２号  　　※令和元年６月定例会から継続審査
　 議員報酬の改正に関する陳情書

越川　幹一

付　 託
常任委員会

総務経済
常任委員会
採　択

本会議の
採　　択

賛成少数
不採択



横芝光町 議会だより

横芝光町のここが聞きたい！
～４名の議員が登壇し、町政を問う～

登壇者と通告内容

森川　貴恵 議員…Ｐ５

●小学校統合の現状は
●ホストタウンの取り組みについて
●町民からの各種相談・意見への対応に
　ついて
●特別職退職手当について

宮薗　博香 議員…Ｐ６

●行財政運営について
●東陽病院について

川島　富士子 議員…Ｐ７

●教育行政について
●優しさと活気あふれるまちづくりに
　ついて
●地球環境を守るためのまちづくりに
　ついて

山﨑　義貞 議員…Ｐ８

●東陽病院について
●ジェンダー平等問題について
●台風１５号・１９号被災者支援に
　ついて
●空き家対策について
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議会を傍聴しませんか
　定例会は、年４回（３・６・９・１２月）に開催されます。
　６月定例会は、６月５日から開催されます。議会開
会中は、議会を傍聴することができますので、ぜひお
いでください。
※新型コロナウイルス感染拡
大防止のため、傍聴を自粛
いただく場合がありますの
でご理解とご協力をお願い
いたします。詳しくは、議
会事務局までお問い合わせ

　ください。 ☎８４－１２４６（直通）

○？一般質問とは
　町の行政全般について、執行機関に
疑問点をただし見解を求めるものです。
議会だよりに掲載される内容は紙面の
都合上、要点のみとなっています。また
掲載できなかった質問は、町ホームペー
ジからご覧いただけますので、町ホーム
ページ「議会会議録」をご覧ください。
　なお、会議録の掲載は、議会終了後
約３ヶ月を要します。現在、令和２年３
月議会定例会までご覧いただけます。

３月定例会　一般質問 （２月28日）



横芝光町 議会だより

小
学
校
統
合
の
現

状
は

４
月
か
ら
各
学
校

１
名
ず
つ
統
合
加

配
教
員
を
配
置
し
て
も
ら

え
る
よ
う
県
教
育
委
員
会

と
調
整
中
で
す
。
更
に
、

町
で
採
用
し
た
心
の
教
室

相
談
員
を
各
学
校
に
１
名

ず
つ
配
置
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
に
つ
い
て
も

県
教
育
委
員
会
に
要
望
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ス

ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

教
職
員
や
保
護
者
か
ら
の

意
見
・
要
望
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
事
務
局
で
運
行

ル
ー
ト
や
バ
ス
停
の
現
地

確
認
を
行
い
、
安
全
性
を

確
認
し
た
う
え
で
決
定
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ベ

リ
ー
ズ
国
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
よ

り
期
待
さ
れ
る
効
果
は
。

ベ
リ
ー
ズ
国
の
応
援
と

交
流
、「
ス
ポ
ー
ツ
健

康
都
市
宣
言
」
に
ふ
さ
わ
し
い

ス
ポ
ー
ツ
の
活
性
化
、
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
障
が
い

者
へ
の
理
解
の
普
及
・
啓
発
、

国
際
感
覚
を
身
に
着
け
た
人
材

の
育
成
を
事
業
実
施
方
針
と
し

て
交
流
を
行
う
こ
と
で
、
誰
も

が
い
き
い
き
と
過
ご
せ
る
社
会

の
実
現
や
今
後
更
に
進
展
す
る

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る
国

際
的
な
視
野
を
持
っ
た
人
材
の

育
成
な
ど
の
効
果
が
得
ら
れ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
行
政
相
談

が
あ
り
そ
の
対
応
は

行
政
相
談
制
度
は
総
務

省
が
行
っ
て
い
る
事
業

で
す
。
相
談
内
容
の
秘
密
保
持

の
た
め
、
受
け
た
相
談
は
行
政

相
談
員
か
ら
直
接
総
務
省
へ
送

ら
れ
る
た
め
、
町
で
は
相
談
内

容
を
知
り
え
る
立
場
に
な
く
、

そ
の
対
応
に
つ
い
て
も
行
政
相

談
員
の
業
務
範
囲
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
個
別
案
件
の
対
応
内
容

に
つ
い
て
は
、
公
表
し
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
発
言
を
控
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

町
民
か
ら
の
「
町
長
へ

の
手
紙
」
の
現
状
に
つ

い
て

平
成
28
年
３
月
か
ら
現

在
ま
で
合
計
１
０
３
件
、

内
容
は
道
路
や
駅
、
各
種
施
設

の
整
備
、
子
育
て
や
健
康
づ
く

り
へ
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
対
す

る
要
望
や
意
見
、
苦
情
な
ど
で

す
。
町
政
に
関
係
の
な
い
営
業

目
的
の
も
の
や
、
個
人
・
団
体

へ
の
誹
謗
・
中
傷
に
つ
い
て
は

返
事
を
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
内

森 川 貴 恵 議員

一
般
質
問

容
に
よ
っ
て
は
協
議
を
行
う
必

要
が
あ
る
た
め
、
時
間
が
か
か

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
運
用
上

の
意
見
等
あ
れ
ば
改
善
に
向
け

検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
が
、

引
き
続
き
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

特
別
職
退
職
手
当
の
算

定
方
法
は

千
葉
県
市
町
村
職
員
退

職
手
当
条
例
に
基
づ
き
、

退
職
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
１

か
月
以
内
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

退
職
時
の
給
料
月
額
に
、
在
職

月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
に
、
在

職
１
月
当
た
り
、
町
長
は
１
０

０
分
の
35
を
、
副
町
長
は
１
０

０
分
の
25
を
、
教
育
長
は
１
０

０
分
の
20
の
割
合
を
乗
じ
て
算

定
さ
れ
ま
す
。

任
期
ご
と
の
支
給
が
多

い
と
の
声
も
あ
る
が
、

町
長
の
所
見
は
。

私
は
、
毎
日
の
よ
う
に

町
の
発
展
と
町
民
の
幸

せ
の
た
め
努
力
し
て
い
る
つ
も

り
で
あ
り
ま
す
。
千
葉
県
市
町

村
職
員
退
職
手
当
条
例
に
規
定

さ
れ
て
い
る
と
お
り
適
正
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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理
解
に
苦
し
む

当
初
予
算
額
１
０
４
億
２
千
万
円

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
効
率
的
な
財
政
運
営
を
進
め
る

横芝光町 議会だより

当
町
は
自
主
財
源
に
乏

し
く
財
政
力
指
数
は

０
・
47
で
す
。
歳
出
で
は
人
件

費
や
公
債
費
か
ら
な
る
義
務
的

経
費
と
維
持
補
修
費
や
補
助
費

等
が
増
加
し
、
財
政
の
硬
直
化

を
示
す
経
常
収
支
比
率
は
90
・

８
％
と
３
年
連
続
で
上
昇
し
て

い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
投

資
的
な
事
業
が
何
も
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
今
回
の

当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、
町
長

選
挙
が
あ
る
こ
と
か
ら
継
続
し

て
い
る
事
業
や
経
常
経
費
を
中

心
と
し
た
「
骨
格
予
算
」
を
編

成
し
、
今
議
会
に
提
案
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
予
算
額
は
１
０
４
億
２
千

万
円
で
す
。
参
考
ま
で
に
申
し

上
げ
る
と
、
本
年
度
の
当
初
予

算
額
が
１
０
０
億
８
千
万
円
で
、

前
回
の
町
長
選
挙
前
の
骨
格
予

算
で
示
さ
れ
た
当
初
予
算
額
が

94
億
円
で
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
、

今
回
の
よ
う
な
当
初
予
算
額
が

提
案
さ
れ
た
の
か
、
理
解
に
苦

し
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
町
長
は
４
年
前
に
公
約
し

た
ハ
ー
ド
事
業
を
何
も
行
っ
て

き
て
い
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
こ
の
４
年
間
で
財
政
が
非

常
に
悪
化
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
の
ま
ま
で
い
く
と
、

近
い
将
来
財
政
は
破
綻
す
る
と

思
い
ま
す
が
、
町
長
の
お
考
え

を
お
伺
い
し
ま
す
。

令
和
２
年
度
予
算
編
成

に
当
た
っ
て
は
、
持
続

可
能
な
行
財
政
基
盤
の
確
立
と

第
２
次
総
合
計
画
に
掲
げ
ら
れ

た
「
人
・
自
然
・
文
化
が
奏
で

る
暮
ら
し
、
夢
広
が
る
幸
せ
実

感
の
ま
ち
横
芝
光
」
の
実
現
を

目
指
し
、
計
画
に
基
づ
い
た
メ

リ
ハ
リ
の
あ
る
効
率
的
な
財
政

運
営
を
進
め
る
た
め
、
重
点

施
策
を
明
確
に
す
る
と
と
も

に
、
財
源
の
積
極
的
な
確
保
と

事
業
の
「
選
択
と
集
中
」
に
よ

り
、
魅
力

あ
る
町
づ

く
り
に
向

け
、
き
め

細
か
な
予

算
を
編
成

す
る
こ
と

と
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

東
陽
病
院
の
職
員
は
、

院
長
中
心
に
非
常
に
頑

張
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
現

状
は
空
回
り
を
し
て
い
る
よ
う

に
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
と
言

い
ま
す
の
は
、
合
併
当
初
の
東

陽
病
院
へ
の
町
か
ら
の
繰
入
金

は
約
３
億
６
千
万
円
で
あ
り
ま

し
た
が
、
管
理
者
で
あ
る
佐
藤

町
長
が
就
任
し
て
か
ら
は
、
繰

入
金
は
増
え
平
成
30
年
度
に
は

５
億
３
千
万
円
、
令
和
元
年
度

に
は
６
億
円
と
い
う
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
で
推
移
し
て
い
く
と
病
院

経
営
は
成
り
立
た
な
く
な
り
ま

す
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
経

営
改
善
し
て
い
く
の
か
、
管
理

者
で
あ
る
町
長
の
お
考
え
を
お

伺
い
し
ま
す
。

来
年
度
は
平
成
25
年
度

以
来
の
常
勤
医
師
８
名

体
制
と
な
り
、
医
業
収
入
の
増

収
も
見
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

一
般
質
問

る
の
で
、
引
き
続
き
医
師
確
保

に
努
め
ま
す
。
そ
し
て
、
人
間

ド
ッ
ク
等
の
健
診
事
業
や
が
ん

検
診
な
ど
、
町
の
事
業
と
連
携

を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
病
院

受
診
者
の
増
加
に
繋
げ
、
医
業

収
入
増
収
は
基
よ
り
、
町
民
の

健
康
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と

も
自
治
体
病
院
の
重
要
な
役
割

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

行
財
政
運
営
に
つ
い
て

・
令
和
２
年
度
の
当
初
予
算
に

行
政
評
価
委
員
会
の
決
定
事

項
は
、
ど
の
よ
う
に
反
映
さ

れ
て
い
る
の
か
。

東
陽
病
院
に
つ
い
て

・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
利
用
状
況
と
維
持

管
理
費
は
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

・
東
陽
病
院
を
核
と
し
た
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
確
立

は
、
い
つ
に
な
る
の
か
。

・
定
住
対
策
と
し
て
の
診
療
科

目
の
開
設
な
ど
を
検
討
し
て

い
る
の
か
。

62020.6

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
効
率
的
な
財
政
運
営
を
進
め
る

宮 薗 博 香 議員

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ



一
般
質
問

横芝光町 議会だより

小
学
校
に
お
け
る

今
後
の
統
合
は

今
年
４
月
に
統
合

す
る
小
学
校
以
外

の
上
堺
小
学
校
、
日
吉
小

学
校
、
白
浜
小
学
校
の
統

合
の
時
期
は
、
小
規
模
校

で
あ
る
上
堺
小
学
校
は
、

複
式
学
級
が
生
じ
る
と
懸

念
さ
れ
る
時
期
も
し
く
は

横
芝
小
学
校
の
施
設
整
備

の
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら

適
正
化
を
検
討
し
ま
す
。

日
吉
小
学
校
及
び
白
浜
小

学
校
は
、
複
式
学
級
が
生

じ
る
と
懸
念
さ
れ
る
時
期

も
し
く
は
東
陽
小
学
校
の

学
級
編
制
の
状
況
を
考
慮

し
な
が
ら
適
正
化
を
検
討

し
ま
す
。
来
年
度
、
改
め

て
学
校
適
正
配
置
等
検
討

委
員
会
を
開
催
し
て
協

議
・
検
討
い
た
だ
き
、
そ

の
答
申
を
踏
ま
え
た
う
え

で
決
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
ロ
タ
ワ
ク
チ
ン
」
の

定
期
接
種
化
は

厚
生
労
働
省
で
は
本
年

１
月
17
日
付
け
で
予
防

接
種
法
の
一
部
改
正
に
係
る
関

係
政
省
令
が
公
布
さ
れ
、
ロ
タ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
を
本
年
10

月
１
日
か
ら
予
防
接
種
法
に
基

づ
く
定
期
接
種
と
す
べ
く
通
知

が
あ
り
ま
し
た
。
ロ
タ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
は
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
急

性
の
胃
腸
炎
で
、
乳
幼
児
期
に

か
か
り
や
す
い
病
気
で
す
。
ロ

タ
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
力
が
強
く
、

ご
く
わ
ず
か
な
ウ
イ
ル
ス
が
体

内
に
入
る
だ
け
で
感
染
し
、
概

ね
５
歳
ま
で
に
、
ほ
ぼ
す
べ
て

の
子
ど
も
が
感
染
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
町
と
い
た
し
ま

し
て
も
、
厚
生
労
働
省
や
千
葉

県
の
動
向
に
注
視
し
、
医
師
会

や
町
内
医
療
機
関
と
も
連
携
を

図
り
、
公
費
負
担
と
な
る
定
期

接
種
化
へ
向
け
た
所
要
の
措
置

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。�

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
」
の
周
知
と
普
及
を

国
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た

「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
活
用
し

た
消
費
活
性
化
策
」
が
令
和
２

年
９
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
予
定

で
あ
り
、
来
年
３
月
か
ら
は
健

康
保
険
証
と
し
て
運
用
を
目
指

す
予
定
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
取
得
し
、
マ
イ
キ
ー

Ｉ
Ｄ
を
設
定
の
上
、
一
定
額
を

前
払
い
等
し
た
方
に
対
し
て
国

が
「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」
を
付

与
し
ま
す
。
国
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
関
係
部
署
と
連
携
し

効
果
的
な
カ
ー
ド
普
及
の
周
知

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
と
達

成
に
向
け
た
取
り
組
み

は

町
は
、
健
康
的
な
生
活

と
福
祉
の
推
進
、
子
供

川 島 富士子 議員

に
対
す
る
虐
待
防
止
、
安
定
し

た
雇
用
の
創
出
、
安
心
安
全
な

ふ
る
さ
と
づ
く
り
な
ど
既
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

今
後
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に
基

づ
き
、
第
２
期
横
芝
光
町
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
な
ど
を
推
進
し
、
ふ
る

さ
と
横
芝
光
町
を
守
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

・「
が
ん
教
育
」
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

・「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
」

へ
の
関
心
周
知
と
取
り
組

み
に
つ
い
て

・
地
球
温
暖
化
対
策
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
た

取
り
組
み
強
化
に
つ
い
て
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「ロタワクチン」の定期接種化は

定期接種化へ所要の措置を進める



一
般
質
問

厚
労
省
発
表
の

　
　

病
院
再
編
統
廃
合
は
問
題
だ

　
　
　
　
　

東
陽
病
院
も
対
象
と
な
っ
て
い
る

横芝光町 議会だより

今
回
発
表
さ
れ
た
病
院

は
、
限
ら
れ
た
分
野
の

診
療
実
績
デ
ー
タ
を
基
に
、
地

域
や
病
院
の
個
別
事
情
は
一
切

考
慮
せ
ず
、
機
械
的
に
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
地
方
創

生
と
は
真
逆
の
地
方
切
り
捨
て

に
つ
な
が
る
公
立
・
公
的
病
院

の
再
編
統
合
を
ど
う
考
え
る
の

か
。

昨
年
９
月
26
日
発
表
の

再
検
証
の
対
象
と
な
っ

た
公
立
・
公
的
病
院
は
、
全
国

で
４
２
４
、
千
葉
県
で
は
10
病

院
と
な
り
、
東
陽
病
院
も
そ
の

対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
対
象

と
な
っ
た
病
の
地
域
医
療
構
想

に
お
け
る
具
体
的
対
応
方
針
の

再
検
証
に
つ
い
て
は
、
令
和
２

年
９
月
末
ま
で
に
各
地
域
医
療

構
想
区
域
の
調
整
会
議
に
お
い

て
合
意
を
得
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
地
域
医
療

病
院
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
を

発
表
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願

う
も
の
で
す
。

東
陽
病
院
改
革
プ
ラ
ン

と
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
と
の
連
携
は

近
隣
の
医
療
機
関
、
行

政
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
事
業
所
と
の
連

携
を
強
化
す
る
た
め
、
医
療
連

携
室
の
機
能
性
を
高
め
る
と
と

も
に
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
開
設
や
訪
問
診
療
の
充
実

を
図
り
、
在
宅
医
療
を
推
進
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

女
性
、
子
供
、
高
齢
者
、

障
害
者
す
べ
て
の
人
に

配
慮
が
必
要
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
問
題
と
女
性
管
理
職
登
用
を

積
極
的
に
進
め
る
べ
き
だ
が
、

町
長
の
認
識
は
。

第
２
次
横
芝
光
町
男
女

共
同
参
画
計
画
で
定
め

た
基
本
理
念
の
実
現
に
向
け
、

誰
も
が
生
き
生
き
と
暮
ら
し
、

や
さ
し
さ
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
男

女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
し
な

が
ら
、
全
て
の
人
が
性
別
に
か

か
わ
り
な
く
個
性
と
能
力
を
十

分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
平
成
31
年
４

月
１
日
現
在
、
医
療
従
事
職
員

を
除
き
12
・
７
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
女
性
管
理
職
の
割
合
を

15
％
以
上
に
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
る
の
で
、
女
性
職
員

の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

学
校
教
育
に
お
け
る
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
取
り

組
み
の
方
針
は

集
団
生
活
を
前
提
と
す

る
学
校
教
育
に
お
い
て

何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
、
学

校
や
教
職
員
の
意
識
変
化
・
改

革
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。「
す

べ
て
は　

こ
ど
も
た
ち
の
た
め

に
」を
合
言
葉
に
、
日
々
の
教

育
実
践
に
努
め
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
の
基
本
姿
勢
を
周
知
し
て

い
き
ま
す
。

空
家
対
策
計
画
の
策
定

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

空
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
第

６
条
に
基
づ
き
、
横
芝
光
町
空

家
等
対
策
計
画
の
策
定
に
向
け

事
務
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

空
家
等
対
策
協
議
会
を
開
催
し
、

計
画
素
案
に
つ
い
て
協
議
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
現
在
、

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
希
望
者
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
、
結
果
が
ま
と
ま
り

次
第
、
計
画
素
案
に
係
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
い
、
３

回
目
と
な
る
空
家
対
策
協
議
会

に
諮
り
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

山 﨑 義 貞 議員
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ふ
る
さ
と
納
税

Ｑ 

川
島
富
士
子
議
員

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
町
に
入
っ
て

く
る
金
額
と
出
て
い
く
金
額
の
バ

ラ
ン
ス
は

Ａ 

財
政
課

　

入
っ
て
く
る
金
額
は
６
千
万
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
当
町
の

住
民
が
他
市
町
村
へ
寄
付
し
て
い

る
額
は
、
台
風
災
害
な
ど
の
義
援

金
を
含
む
直
近
で
、
約
２
千
万
円

で
す
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

Ｑ 

川
島
富
士
子
議
員

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
へ

の
取
り
組
み
は

Ａ 

財
政
課

　

直
近
で
は
、
横
芝
駅
舎
を
考
え

て
い
ま
す
。
町
と
し
て
も
、
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
で
き
る

事
業
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

道
路
改
良
事
業

Ｑ 

宮
薗
博
香
議
員

　

令
和
２
年
度
に
予
算
計
上
し
て

い
る
道
路
改
良
事
業
の
進
捗
状
況

と
完
成
予
定
時
期
は
い
つ
頃
で
す

か
。
①
町
道
Ⅰ
の
７
号
線
（
寺
方

地
先
）
②
町
道
Ⅰ
の
８
号
線
（
横

芝
地
先
）③
町
道
Ⅰ
の
10
号
線（
宮

川
地
先
）④
町
道
Ⅰ
の
14
号
線（
北

清
水
・
木
戸
地
先
）
⑤
町
道
Ⅰ
の

18
号
線
（
宝
米
地
先
）
⑥
町
道
Ⅱ

の
36
号
線
（
富
下
地
先
外
）

Ａ 

都
市
建
設
課

　

完
成
予
定
時
期
は
、
国
庫
補
助

事
業
に
お
け
る
事
業
費
ベ
ー
ス
で

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
17
・
６
％
・
令
和
10
年
度　

②
６
・
４
％
・
令
和
９
年
度　

③
11
・
７
％
・
令
和
10
年
度　

④
76
・
４
％
・
令
和
５
年
度　

⑤
10
・
４
％
・
令
和
10
年
度　

⑥
20
・
６
％
・
令
和
９
年
度
で
す
。

横
芝
光
消
防
署
建
築
事
業

Ｑ 

八
角
健
一
議
員

　

土
地
購
入
に
つ
い
て
何
筆
あ
り
、

何
㎡
あ
る
か
。

Ａ 

環
境
防
災
課

　

購
入
す
る
土
地
は
３
筆
で
す
。

隣
接
の
農
機
具
会
社
が
２
筆
で
１
，

０
２
６
・
21
㎡
、
も
う
一
方
が
１

筆
あ
り
４
８
４
・
99
㎡
で
す
。
因

み
に
現
在
の
消
防
署
の
土
地
と
併

せ
ま
す
と
２
，
６
５
９
・
39
㎡
で

す
。
補
償
費
に
つ
い
て
は
、
購
入

予
定
地
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀
や
植

木
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
を
補
償
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

Ｑ 

鈴
木
和
彦
議
員

　

14
地
区
へ
の
支
払
い
が
あ
り
、

23
万
２
千
円
増
額
し
て
い
る
が
内

容
は
。

Ａ 

産
業
課

　

多
面
的
事
業
支
払
交
付
金
の
支

払
い
と
し
て
は
、
谷
中
東
部
地
区

の
対
象
面
積
が
増
え
た
た
め
増
額

と
な
っ
た
も
の
で
す
。

Ｑ 

鈴
木
和
彦
議
員

　

か
つ
て
は
農
家
組
合
が
機
能
し

て
お
り
、
現
在
の
多
面
的
事
業
の

よ
う
な
環
境
保
全
の
役
割
を
し
て

い
た
。現
在
、多
面
的
事
業
を
行
っ

て
い
な
い
地
区
に
町
か
ら
加
入
の

働
き
か
け
を
す
る
な
ど
の
推
進
を

し
て
も
ら
い
た
い
が
。

Ａ 

産
業
課

　

地
域
や
組
合
に
事
業
活
動
の
お

願
い
を
し
て
い
ま
す
が
、
地
区
に

よ
っ
て
抱
え
て
い
る
実
情
も
違
う

の
で
地
元
の
意
向
に
沿
っ
て
進
め

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

北
清
水
排
水
機
場
管
理
事
業

Ｑ 

庄
内
賢
一
議
員

　

ポ
ン
プ
の
状
況
に
つ
い
て
、
す

ぐ
の
修
繕
と
は
い
か
な
い
よ
う
だ

が
、
地
元
か
ら
は
田
植
え
の
後
に

水
が
出
た
ら
大
変
と
い
う
声
も
出

て
い
る
が
。

Ａ 

産
業
課

　

ポ
ン
プ
は
３
基
あ
り
、
昨
年
の

台
風
で
は
停
電
で
稼
働
で
き
ず
現

場
に
は
地
元
、
職
員
が
張
付
く
等

し
対
応
し
ま
し
た
。
３
基
の
内
１

基
に
損
傷
が
あ
り
12
月
補
正
予
算

で
修
繕
費
を
措
置
し
ま
し
た
。
今

後
の
修
繕
は
入
札
中
、
仮
復
旧
で

の
対
応
を
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。
現
在
で
も
通
電
が
あ
れ
ば

ポ
ン
プ
３
基
の
内
２
基
は
使
用
で

き
ま
す
が
、
使
用
で
き
な
い
１
基

は
仮
復
旧
の
対
応
を
し
な
が
ら
正

式
な
修
繕
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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総
務
経
済
常
任
委
員
会

　

３
月
２
日
・
３
日
の
２
日
間
、
各
常
任
委
員
会
に
分
か
れ
、
所
管
課
の

令
和
２
年
度
予
算
に
つ
い
て
、
実
施
予
定
事
業
等
の
予
算
の
適
正
性
・
事

業
内
容
等
に
つ
い
て
徹
底
調
査
し
ま
し
た
。

総
務
経
済
・
民
生
文
教
常
任
委
員
会

　

令
和
２
年
度
町
の
予
算
を
徹
底
調
査
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非
常
用
自
家
発
電
装
置

Ｑ 

川
島
　
仁
議
員

　

東
陽
病
院
の
非
常
用
自
家
発
電

装
置
の
燃
料
タ
ン
ク
の
大
き
さ
は

Ａ 

東
陽
病
院

　

軽
油
89
リ
ッ
ト
ル
で
満
タ
ン
と

な
り
、
最
小
電
力
使
用
で
約
８
時

間
稼
働
し
ま
す
。
来
年
度
予
算
計

上
の
非
常
用
発
電
装
置
の
燃
料
タ

ン
ク
の
規
格
は
、
設
計
監
理
委
託

し
ま
す
の
で
、
今
後
の
協
議
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。

医
学
生
・
看
護
学
生
奨
学
金

Ｑ 

川
島
　
仁
議
員

　

医
学
生
・
看
護
学
生
奨
学
金
の

内
訳
は

Ａ 

東
陽
病
院

　

医
学
生
２
名
、
看
護
学
生
10
名

分
で
す
。

自
殺
対
策
強
化
事
業

Ｑ 

川
島
勝
美
議
員

　

自
殺
対
策
連
絡
協
議
会
の
メ
ン

バ
ー
は
ど
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ

て
い
る
か
。
ま
た
予
防
啓
発
看
板

と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

Ａ 

健
康
こ
ど
も
課

　

メ
ン
バ
ー
は
、
山
武
警
察
署
、

消
防
署
、
県
の
民
間
団
体
「
い
の

ち
の
電
話
」
相
談
員
、
弁
護
士
等

と
な
り
ま
す
。
ま
た
看
板
で
す

が
、
イ
メ
ー
ジ
は
現
在
河
川
に
あ

る
、
不
法
投
棄
防
止
看
板
程
度
の

大
き
さ
の
立
看
板
を
設
置
予
定
で

す
。
中
身
に
つ
い
て
は
、「
命
を

大
切
に
」
等
の
表
現
で
今
後
調
整

し
て
い
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

Ｑ 

鈴
木
唯
夫
議
員

　

県
へ
の
納
付
金
と
県
か
ら
の
交

付
金
の
内
容
に
つ
い
て
、
広
域
化

で
制
度
が
変
わ
っ
た
内
容
は
。

Ａ 

住
民
課

　

平
成
30
年
度
の
国
保
広
域
化
に

よ
り
千
葉
県
も
保
険
者
と
な
り
、

基
金
積
立
な
ど
の
財
政
面
で
責
任

主
体
と
な
り
ま
し
た
。
県
か
ら
示

さ
れ
た
納
付
金
を
納
付
す
る
こ
と

で
、
そ
れ
を
原
資
と
し
て
町
が
支

出
し
た
医
療
費
全
額
が
県
か
ら
交

付
金
と
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ

の
た
め
、
当
町
の
医
療
費
が
極
端

に
増
え
て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
、

そ
の
額
が
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
の

で
、
そ
の
心
配
が
無
く
な
っ
た
点

が
大
き
な
改
正
点
で
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
補
助
金

Ｑ 

鈴
木
輝
男
議
員

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の

補
助
金
交
付
は
、
改
善
が
行
わ
れ

て
か
ら
交
付
す
る
と
い
う
こ
と
か
。

Ａ 

福
祉
課

　

そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

体
育
協
会
補
助
金

Ｑ 

鈴
木
輝
男
議
員

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
に
い

く
ら
補
助
金
を
出
し
て
い
て
、
尚

且
つ
前
年
と
ど
の
く
ら
い
違
い
が

あ
る
の
か
。

Ａ 

社
会
文
化
課

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
へ
は
、

14
万
円
支
出
し
て
お
り
、
前
年
度

と
金
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

航
空
機
騒
音
障
害
防
止
対
策
事
業

Ｑ 
山
﨑
義
貞
議
員

　

航
空
機
騒
音
障
害
防
止
対
策
事

業
に
つ
い
て
、
補
助
金
の
使
い
途

と
し
て
は
、
自
由
に
使
え
る
の
か
。

Ａ 

企
画
空
港
課

　

使
い
途
に
つ
い
て
は
、
大
き
く

縛
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
例
え
ば

特
定
の
宗
教
を
助
長
す
る
よ
う
な

事
業
に
は
充
て
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

Ｑ 

山
﨑
義
貞
議
員

　

現
金
を
個
人
に
配
る
こ
と
で
も

よ
い
の
か

Ａ 

企
画
空
港
課

　

基
本
的
に
は
、
地
区
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
資
す
る
事
業
が
対
象
で

あ
り
、
現
金
を
配
布
す
る
と
い
っ

た
事
業
は
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

台
風
被
害
の
関
係
で
地
区
に
よ
っ

て
は
、
住
民
に
配
布
し
た
と
い
う

噂
を
聞
き
ま
し
た
。

火
葬
場
負
担
金
事
業

Ｑ 

小
倉
弘
業
議
員

　

火
葬
業
務
委
託
更
新
に
よ
る
５

０
４
万
１
千
円
の
具
体
的
な
説
明

をＡ 

環
境
防
災
課

　

旧
横
芝
地
域
の
火
葬
場
負
担
金

で
、
均
等
割
と
利
用
率
割
を
併
せ

た
予
算
計
上
で
す
。

大
布
川
排
水
機
場
管
理
事
業

Ｑ 
小
倉
弘
業
議
員

　

基
幹
水
利
施
設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
事
業
負
担
金
の
具
体
的

な
内
容
は

Ａ 

産
業
課
　

　

大
布
川
に
は
４
基
の
ポ
ン
プ
や

水
門
が
あ
り
、
来
年
度
は
１
基
の

改
修
を
行
う
予
定
で
す
。

食
肉
セ
ン
タ
ー
施
設
管
理
費

Ｑ 

小
倉
弘
業
議
員

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
処
理
委
託
料
は

今
回
修
繕
の
為
に
発
生
し
た
の
か
、

又
は
今
ま
で
あ
っ
た
も
の
を
処
分

す
る
の
か
。

Ａ 

食
肉
セ
ン
タ
ー

　

以
前
か
ら
あ
っ
た
も
の
で
、
平

成
26
年
７
月
に
処
理
委
託
の
申
出

を
し
て
お
り
、
来
年
度
に
処
理
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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学
校
給
食
費

Ｑ 
越
川
一
雄
議
員

　

給
食
費
の
全
体
児
童
生
徒
数
や

単
価
は
ど
れ
く
ら
い
か

Ａ 

教
育
課

　

単
価
は
、
小
学
生
が
２
７
０
円
、

中
学
生
が
３
０
０
円
で
す
。
給
食

費
は
教
職
員
の
分
も
あ
り
ま
す
の

で
、
令
和
２
年
度
は
１
，
７
５
０

人
分
を
見
込
み
予
算
計
上
し
て
い

ま
す
。

Ｑ 

越
川
一
雄
議
員

　

部
活
動
を
行
っ
て
い
る
生
徒
は

成
長
期
で
、
給
食
が
足
り
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
。

Ａ 

教
育
課

　

栄
養
や
カ
ロ
リ
ー
は
、
一
般
的

な
中
学
生
が
成
長
す
る
の
に
必
要

な
基
準
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
基
準
を
満
た
す
よ
う
に
提
供
し

て
い
ま
す
。

不
妊
治
療
助
成
事
業

Ｑ 

秋
鹿
幹
夫
議
員

　

不
妊
治
療
助
成
事
業
に
つ
い
て
、

実
績
が
上
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

実
効
性
の
あ
る
事
業
に
は
予
算
を

か
け
ら
れ
れ
ば
と
考
え
ま
す
。
助

成
回
数
や
金
額
を
増
や
す
等
の
考

え
は
。

Ａ 

健
康
こ
ど
も
課

　

金
額
等
に
つ
い
て
、
今
後
調
査

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
活
動
事
業

Ｑ 

秋
鹿
幹
夫
議
員

　

民
生
委
員
の
担
い
手
不
足
解
消

に
向
け
て
、
自
治
体
独
自
で
活
動

費
を
上
乗
せ
す
る
等
の
検
討
を
し

て
み
て
は
ど
う
か
。

Ａ 

福
祉
課

　

民
生
委
員
活
動
事
業
の
報
償
費

で
、
予
算
計
上
し
て
あ
り
ま
す
報

償
費
が
町
独
自
の
活
動
費
と
し
て

支
給
し
て
お
り
ま
す
。

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
費

Ｑ 

印
東
彦
治
議
員

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

費
の
Ⅰ
型
・
Ⅱ
型
の
違
い
は

Ａ 

福
祉
課

　

Ⅰ
型
・
Ⅱ
型
の
違
い
に
つ
い
て
、

Ⅰ
型
は
精
神
障
害
の
方
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
、
浅
井
病
院
系
列
の

議
会
ダ
イ
ア
リ
ー

２
月

５
日
・
成
田
空
港
圏
公
共
交
通
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
０

６
日
・
行
政
改
革
推
進
委
員
会

７
日
・
匝
瑳
市
ほ
か
二
町
環
境
衛
生

組
合
議
会
令
和
２
年
３
月
定

例
会

　
　

・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委

員
会
議

　
　

・
東
陽
食
肉
セ
ン
タ
ー
運
営
協

議
会

13
日
・
八
匝
水
道
企
業
団
議
会
令
和

２
年
２
月
定
例
会

　
　

・
土
地
家
屋
評
価
審
議
会

14
日
・
議
会
運
営
委
員
会

17
日
・
令
和
２
年
第
１
回
千
葉
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
定

例
会

　
　

・
東
総
衛
生
組
合
議
会
３
月
定

例
会

　
　

・
国
保
運
営
協
議
会

　
　

・
令
和
元
年
度
第
２
回
成
田
国

際
空
港
騒
音
対
策
委
員
会
山

武
・
横
芝
光
地
区
部
会

18
日
・
令
和
元
年
度
第
３
回
千
葉
県

町
村
議
会
議
長
会
定
例
会
及

び
第
２
回
政
務
研
究
会

19
日
・
議
会
議
員
全
員
協
議
会

　
　

・
議
会
改
革
特
別
委
員
会

20
日
・
令
和
２
年
第
１
回
九
十
九
里

地
域
水
道
企
業
団
理
事
会

　
　

・
令
和
２
年
山
武
郡
市
広
域
水

道
企
業
団
議
会
２
月
定
例
会

　
　

・
例
月
出
納
検
査

　
　

・
介
護
保
険
運
営
協
議
会

21
日
・
匝
瑳
市
横
芝
光
町
消
防
組
合

議
会
令
和
２
年
３
月
定
例
会

　
　

・
令
和
２
年
第
１
回
山
武
郡
市

広
域
行
政
組
合
議
会
定
例
会

23
日
・
八
匝
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

修
了
式

25
日
・
３
月
議
会
定
例
会（
初
日
）

26
日
・
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

27
日
・
東
陽
病
院
運
営
検
討
委
員
会

28
日
・
３
月
議
会
定
例
会（
２
日
目
）

３
月

２
日
・
総
務
経
済
常
任
委
員
会
予
算

調
査

３
日
・
民
生
文
教
常
任
委
員
会
予
算

調
査

５
日
・
令
和
２
年
山
武
郡
市
環
境
衛

生
組
合
議
会
第
１
回
定
例
会

６
日
・
３
月
議
会
定
例
会（
３
日
目
）

11
日
・
農
業
振
興
地
域
整
備
促
進
協

議
会

13
日
・
第
２
回
横
芝
小
学
校
建
設
推

進
委
員
会

16
日
・
大
総
小
学
校
跡
地
活
用
事
業

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
委
員
会

17
日
・
広
報
委
員
会

19
日
・
町
自
衛
隊
入
隊
者
激
励
会

24
日
・
例
月
出
納
検
査

26
日
・
町
航
空
機
騒
音
対
策
協
議
会

理
事
会

　
　
　４

月

14
日
・
広
報
委
員
会

20
日
・
例
月
出
納
検
査

５
月

15
日
・
第
２
回
成
田
国
際
空
港
関
連

問
題
対
策
委
員
会

20
日
・
議
会
議
員
全
員
協
議
会

21
日
・
例
月
出
納
検
査

23
日
・
東
陽
食
肉
セ
ン
タ
ー
獣
魂
祭

25
日
・
議
会
運
営
委
員
会

事
業
所
の
ゆ
り
の
木
に
お
願
い
を
し

て
い
ま
す
。
Ⅱ
型
に
つ
い
て
は
、
身

体
障
害
者
の
方
を
主
と
し
た
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
、
九
十
九
里
ホ
ー
ム
系

列
の
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

敬
老
事
業

Ｑ 

森
川
貴
恵
議
員

　

敬
老
事
業
の
敬
老
祝
品
は
タ
オ
ル

が
続
い
て
い
ま
す
が

Ａ 

福
祉
課

　

福
祉
課
内
部
で
も
他
の
品
物
を
検

討
し
て
い
ま
す
が
、
今
ま
で
継
続
し

て
き
た
こ
と
も
あ
り
移
行
す
る
こ
と

が
難
し
い
状
況
で
す
。
今
後
も
、
近

隣
市
町
の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

未
納
給
食
費

Ｑ 
森
川
貴
恵
議
員

　

前
年
度
ま
で
の
未
納
給
食
費
の
徴

収
状
況
は

Ａ 

教
育
課

　

古
い
も
の
は
、
ま
す
ま
す
徴
収
が

困
難
と
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
、
今
後
の
徴
収
対
策
を
ど
の
よ

う
に
し
て
い
く
の
か
考
え
、
努
力
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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議長交際費を町ホームページで公開
　町議会では、令和２年４月分から各月の議長交際費を公開しています。議長
交際費の支出状況を町民の皆様に公開し、公正で透明な議会運営を進めます。
※支払年月日・内容・区分・金額を、翌月１５日以降にホームページへ公開します。
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広
報
委
員
会

委
員
長　

鈴
木　

克
征

副
委
員
長　

鈴
木　

和
彦

　

委　
　

員　

川
島
富
士
子

宮
薗　

博
香

秋
鹿　

幹
夫

印
東　

彦
治

森
川　

貴
恵

小
倉　

弘
業

　

田
植
え
も
終
わ
り
、
さ
わ
や
か
な
風
が
青
田
を

渡
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
日
頃
よ
り
、
議
会
に

対
し
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
よ
る
不
安
や
不
自
由
が
少
し
で
も
早
く
解

消
さ
れ
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

さ
て
、議
会
だ
よ
り
で
す
が
「
開
か
れ
た
議
会
」

「
分
か
り
や
す
い
紙
面
」
を
目
指
し
て
工
夫
し
、

議
会
活
動
等
の
発
信
に
努
め
て
い
ま
す
。
今
号
か

ら
は
一
般
質
問
ペ
ー
ジ
の
前
に
、
通
告
の
内
容
を

わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
見
出
し
ペ
ー
ジ
を
入
れ

ま
し
た
。
町
民
の
声
を
町
政
に
届
け
、
よ
り
よ
い

町
づ
く
り
に
生
か
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
引
き
続

き
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
皆
様
の
忌
憚
の
な

い
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

正しい手の洗い方　

　外出先からの帰宅時や調理の前後、食事前などこまめに
手を洗いましょう。手洗いの前は、爪は短く切り、時計や
指輪は外しておきましょう。石けんで手洗い終わったら、
十分に水で流し、清潔なタオルやペーパータオルでよく拭
き取って乾かしましょう。

３つの咳エチケット

　くしゃみや咳が出る時は、飛沫にウ
イルスを含んでいるかもしれませんの
で、咳エチケットを心掛けましょう。
※電車や職場、学校など、人が集まる
ところでは徹底しましょう。

参考：厚生労働省・首相官邸ホームページ

　感染症対策の基本は、「手洗い」「うがい」「咳エチケット」です。自分を守るため、大切な
人を守るために、引き続き基本的な感染予防対策の取り組みへのご協力をお願いします。

新型コロナウイルス感染症　基本的な感染予防対策を！


